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ウ 薬局調剤 

     （単位：件） 

 総   数 一 般 医 療 後 期 医 療 
 総        数 71 996 46 302 25 694 

 

５ 調査の事項 

診療報酬明細書 ････ 年齢、傷病名、診療実日数、診療行為別点数・回数及び薬剤の使用状況                 

（薬品名・使用量等）等 

調剤報酬明細書 ････ 年齢、処方せん受付回数、調剤行為別点数・回数及び薬剤の使用状況                

（薬品名・使用量等）等 

６ 調査の方法及び系統 

(1) 調査の方法 

支払基金支部及び国保連合会が、調査の対象となった保険医療機関及び保険薬局の明細書から別に定め

る抽出率により抽出を行い、その写しを厚生労働省大臣官房統計情報部に提出する方法により行った。 

(2) 調査の系統 

 

 

 

 

 

７ 集計方法 

  集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部で行った。 

 

８ 結果の推計と標準誤差率 

(1) 推計方法 

ア 診療行為分 

この調査は、層化無作為二段抽出法によるので、以下の方法により総点数、総件数、１件当たり点数を   

推計した。また、全薬剤点数、全薬剤件数、１件当たり全薬剤点数についても同様の方法により推計した。 

（推計式の総点数、総件数、１件当たり点数を、それぞれ全薬剤点数、全薬剤件数、１件当たり全薬剤点 

数と置き換えること。） 
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      標準誤差は、以下の方法により計算した。 
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L  ：層数 ijky  ： ijky ＝１for１≦ｉ≦Ｌ、１≦ｊ≦ im 、 

1iR  ：第ｉ層第１次抽出率逆数     １≦ｋ≦ ijn  

 
îjT  ：第ｉ層第ｊ施設の総点数 

 

（標本抽出時から調査時までの間の施設の

種類の変更等を考慮し、補整を加えている） 
îT  ：第ｉ層の１施設当たりの平均総点数 

2ijR  ：第ｉ層第ｊ施設第２次抽出率逆数 iN  ：第ｉ層の１施設当たりの平均総件数 

im  ：第ｉ層標本施設数 ijx  ：第ｉ層第ｊ施設の１件当たりの平均点数 

iM  ：第ｉ層母施設数 1ii iM m R=  ( )2T
iS  ：第ｉ層の施設ごとの総点数間の分散 

ijn  ：第ｉ層第ｊ施設標本件数(レセプト件数) ( )2N
iS  ：第ｉ層の施設ごとの総件数間の分散 

ijN  ：第ｉ層第ｊ施設母件数（レセプト件数） ( )2x
ijS  ：第ｉ層第ｊ施設の点数間の分散 

  2 ijij ijN n R=  ( )ˆCov ,ij ijT N ：第ｉ層の施設ごとの総点数と総件 

ijkx  ：第ｉ層第ｊ施設第ｋ件の点数   数間の共分散 

 

イ 調剤行為分 

調剤行為分の調査も、層化無作為二段抽出法によっているので、「ア 診療行為分」と同様の方法によ

り推計した。ただし、１件当たり全薬剤点数については、全薬剤点数を総件数で除して推計した。 
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